
秋田県若美町におけるキャベツ栽培について

I はじめに

秋出県における

をとりまく

もとで，そ

いるつ

な情勢の

を増して

近年，秋毘県におけるキャ

ベツは，既存産地を較として

毘近地域への拡大を図るとと

もに間地化が推進され，

野菜としての定着化と

或fとが盟られている。しかし，

水田単作地域では技捕の不足

やリスクの大きさなどから，

転作物としての野菜栽培に

中村

十
日本海

り組もうとしない農家が多いc 国 1.秋田県若艶町の最重

事うしたなかで，水間単作地域において，転作物としてキャベツが栽培され，最近 2-3 

とも急激なf申びをみせるとともに，キャベツの作付語積に占める転作地での割

合が全県 1イ立である若美町を研究対象地域に選定し，栽培面積・農業経常における位置・生産性・

流通などを中心にキャベツ栽培の現状と問題点を明らかにしたい。

研究の方法としては，典型的な本田単作地域である払戸地区 と水絹作の

を行っている琴浜地区(北部)を し，検討することとした 1L 

11 秋田県におけるキャベツ栽培の概要

1 .秋田県の農業状況

秩毘県の経営耕作面穣 (1988年)は，本国84.8%，娼8.8%，樹園地2.8%，であり，

米66.4%，野菜9.7%，果実3.9%，畜産14.7%と米が圧{発的な位践を占めている。野菜の

作付面積は， 1971年が最も多く. 1982年まで減少してきたが，それ以蜂は徐々に回復してきてい

る。しかし，自給的住彩の濃い品目は減少して行く傾向にある。広L、視野で克ると，野菜は労徴

集約的であるため，農業従事者の高年齢化の進壌とあいまって野菜生産は減遣する方向にある。
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2 .秋剖県のキャベツ栽培について

[2{j2 (1)を見てみると， 19出年以降，秋田惑のキャベツ

ら19804-までは しているつそれ以後は， 600ha弱

しており，

る。ま

1970 

は 比例しており， 1認。年から増加に転じている。
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関2一ll).秋田票iニおけるキャベツの
作付高楼・叡穫議

(農林統計より

図2-(2).秋田県の転作地lニおける
キャベツ作付蕗積

(ヤ揖JZ諜資料より作成)

転作地におけるキャベツ作付語績は， 1986年から1988年ま i二の減少を見たが，全体的にみ

ると増加しているく国2 (2))。秋田患の畑のrIIl相は， 14， 

ら，転{乍地の増加が作付面積'収穫量を増加に転じさせた要因である c

次に秋問県のキャベヅ作付耐頼の分事で'(i，能代市が全体の 9

間市・大館主・湯沢市・峰浜村が5%となっており，

このように，県内のキャベ

もまとまった説積を有している

キャベツ作付面積に占める

L 、ことか

-羽後町が8%，秋

を占める。

でもあ t)， ムゲ

も高い。

III 若美町におけるキャベツ栽培の概要

1 .若美町の犠要

f'有秋出郡若美町;ム男麗半島の付け摂の北緯40度線上に位量し，南北に19.4km，東西に 2kmの

細長い町で，総面積42.74krrfと県内市町村の中では比較的面楕の小きい釘である c北は出本君s八竜

吾J，東は大潟村，高;土男鹿市，問の一部は男鹿市と 9kmにおよぶ海岸線で註本海に面している。

耕地率はと非常に高しが水田， 14%が畑地 1 となっている c その中で
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J 
tJ (南部)はJj(mが71%，焔地が2%で， はないっそれに付して琴以地区(北部)

は水EHが花見，沼地が21%，果拐園が2%となっている c 若美町全体としては水出単作地域であ

るが，南部は典照的な永田単作地域であ札北部は稲作と娼作の混合地域である。

2 .帯英町の人口動向

口は， 1990年において8，432人である c 総世苦数2，000のうち49.1%が農家であり，

なんらかの関係をもっており，平均耕地面積2.21h aと呆内で、は比

h しかし，秋註H県全般にいえる傾向であるが，農業人口の減少，

も抱えている c員合fヒといった

3 .若葉町の歴史

1889年に成立し

を機に町内の 3

したο なお，払戸地区(車部)と

と払戸村が日51年に合併してできた

(j度辺・角関時・

1965 

されている。

以下， るこ去にする O

仁若美町のキャベツ栽培について

閃3-( 1)を見ると宅 ということもあり， -出街量とも

るむ畑作物のほとんどは，北部で生産されている。

凶3 (引を見ると， メロン・葉たばニ・キャベツといった作物のi民主主性が大きいε

ばニが;栽士号されている

されている要因は，技術的に

キャベ、ヘ

キャベツのほとん

いからである。また，転作物として有利な ももっているつ(1<1 人

北部は，キャベツより収益の高い作物を作付けしているので，海部ほど栽培きれないσ

同4 (1 )をはると， 1988年まで，作付!耐責.:H荷量:ともども減少し 1989年から急激に増加

している。ニの要l*lを国 4 ( 2 )と比較しながら号察すると， 1987年からはじまった本lH農業確

より，転作非物としてキャベツの作付けがなされたことによると思われる。 価格課託制

を農協が設けて，農家を之媛しているのも作付面積増加の一要因である。

南部では，農協が中心となってキャベツ栽培を促進しているが，北部は，

J主であり，農協などの援助や組織的な栽培は見られなL、。

地区別では，作付記績が南部の方に集中してお 1)，北部は 6倍弱になうている c 北部Lt， ~そ

ベツより収益性の大きい作物を栽培する傾rt付 f強いため，キャベツの作付面積i土小さい(表2)。

キャベツは地力清耗の激しい作物でみり，ネコブなどの連作障害が発生する C 若英町のキャベ

ツは，新しい踊場である転作地で栽培されているため，病矢の発生は少ないc しかし，地力の弱

い!磁場では， 1 -2年で障害がでる。去美町では.ブロック口…テーションを主に行つ

対処している c

叶。
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図3-(2).若美磁?における
主要農産物の10aあたりの販売額
(役場資料より作成-1990-) 

図3ー(1).若美町における主要農産物の
作付菌積と出荷量
{役場資料より作成 19言。一)
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国4-(2).若美町の転作地における
キャベツの作付罷積と指荷量

(農協資料より{乍或)
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鴎4-(1l.若美町におけるキャベツの
作付面積と出荷量

(農林統計より咋或)



1. キャベツ作経営収支

制¥何 キャベツ

収量 kg'x曜悩f!l 4500x 10 

←ー肥阻種 眠料苗

益 315.000

費 1.000 

費 24. 130 

薬剤 費 4.986 

陣材 料 費 11. 100 I 
光熱・動力費 2.250 I 
護機巽摂 10.941 ， 
陣 物 費 1. 012 
陣休 事リ 費 1. 000 
そ の働 。

計 63.225 

包装 費 2.000 

費運 質 40.000 

手 数料 21. 000 

針 69.000 

費用合計 132.225 

同- 得 182.155 

院得皐(%) 58.0 

院働特翻 61.5h 

証平安声吋働報酬 2101.5 

(農協資料より作成…l的。一)

国5.払戸地区の出荷地竣

V ま と め

表2.若葉町の転作地における地区別キャベツ栽培農家数
及び作付面積

(襲協資料より作成…1990-) 

IV 若美町に怠けるキャベツの出荷について

おけるキャベツの出荷状況は，南部が京浜中心て1

北部は県内中心である c なお，県内の出荷地は隣接する秋田

吉がほとんどである C 南部は組織化きれていること・

が多いことと農協が販売経路を確保しているため，必然的に

京浜が多くなっている O これに対して，北部;土，イ間人的な出

荷がiまとんどのため，隣接の秋田高への出葎が中心となって

いる(図5L

琴浜地慌の出荷地域 若美町の出縄地域

(農協資料より作成-1開。-)

秋田県においてキャベヅの栽培は， をたどっていたが，水田農業確立政策などによ

る転作によって減少は止まる傾向にあるつキャベツ(i，労働時間が短いこと・技能的に容易な

じ価格保障制度などにより転作物としての作付面積は増加してきている。

本田単作地域，北部はきia作と矯{乍の複合地域というように性格に違いがあ

る。転作において，前者は農協の指導のもとで，後者は個人単位で行っている。以上のことが，
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-出荷地域に反映して~.る。

キャベヅ としてではなしあくまで刷次的な位置を占めていることにす

ぎないが，農業経営に主いては欠くことのできない一環の中に組み込まれつつある。

しては農業従事者のj域安，連作撞害などがあげられるが，訂政サイドの支按と

の組織化・大規模fヒが推進され，農業経営が安定して仔くことを期待したい。

{参考文献]

間

(1990) : おける と流通

「丈化紀要J，31， 1 -32 

(1ヲ87):秋田市における農業基盤の変化と中核的農家の対応 秋大地理， 34. 7 -12 

(1989) :田子町のニンニク生産 弘大地理， 25， 33-37 

(1985) :茨城県南部低湿地の本町利用再編対策への対忠と特色

(1982) :秋田県羽後町におけるすいか栽培の地理学的研究

(1979) : と実態分析J

ピット・グ 1)ッグ(1986):農業地理学入門」

34 

276ページ

237ページ

37-1， 1 -15 

2き， 46-51 


